
はじめに

　現代の学校教育を取り巻く様々な問題を抱えながら、「令和の日本型学校教育」の実現をめざしていくた

めには、次代を担う子どもたちの豊かな学びを実現し、支援する「学び続ける教師」の養成・採用・研修が

急務であることは言うまでもない。

　令和６年５月 13 日に出された「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に

関する総合的な方策について（審議のまとめ）」では、様々な分野にわたって、抜本的な改革案が打ち出さ

れ、検討に入ったところである。

　山口県教育委員会と国立大学法人山口大学教育学部との交流人事教員である筆者に課された使命は、これ

までの自身の教職経験を最大限に生かし、学校という魅力ある教材を通して、教職をめざす学生の「主体的・

対話的で深い学び」を実現しつつ、一人でも多くの学生が「学校の魅力」や「教師のやりがい」を体感する

ことができる場を大学での教育活動において展開していくことであると考え、実践を積み重ねているところ

である。

　そこで、大丸（2023）に掲載した教育実践を継承し、学校という教材の魅力をさらに引き出していくため

に、令和５年度においても、小学校総合選修におけるゼミ活動を核とした教育実践を「教職協働実践Ⅰ」（小

学校総合選修１年生科目計４コマ担当）の授業において活用し、さらなる深化を図っていくこととした。地

域とともにある小規模校の教育活動を教材とし、これから教職をめざす学生にとって、学校という存在、教

師という職が、魅力的、かつ、やりがいのあるものであることを実感できる教材開発に引き続き取り組んで

いくこととした。

１．令和４年度「教職協働実践Ⅰ」の成果と課題と令和５年度の構想

１－１　令和４年度の成果と課題

　令和４年度「教職協働実践Ⅰ」の成果と課題については、大丸（2023）に掲載したとおりであるが、令和

５年度の教育実践を構想するにあたり、重要な視点であるため、以下再掲することとする。

�【成果】

　学生のリフレクションの記述からは、実に多くの学びを得たことが見て取ることができる。

　全５コマという限られた授業ではあったが、授業者である筆者がめざしたねらいは概ね達成できたと

考える。と同時に、「学校の魅力を最大限に引き出す教材開発」においても、一定の評価が得られるも

のであったと考える。
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　本授業実践を通して、「学校の魅力を最大限に引き出すための教材開発」には、以下のような要件が

必要であると導き出すことができた。

　①　教材として取り上げる学校の教育活動自体に魅力があること

　②　魅力的な教材にどのように出合わせ、体感させるかという学習活動を工夫すること

　③　同学年や上学年といった他者との協働の場を意図的に設定すること

　④　学びの連続性や思考の連続性が可能な教材であること

 【課題】

〇　持続可能な取組にすること

　　�　対象校の今年度の児童数は２名（R5.4.11 現在）である。学校が存続する限り、教育活動を教材と

して活用していくことは可能ではある。しかし、学校は、これまでの教育活動を継続して全てを実

施することは難しいと思われる。現状の中で、どのような教育活動を展開していくことができるの

か、また、その活動を地域、保護者がどのように支えていくのかは、学校の状況に応じて年々変わっ

てくるであろう。学校の教育活動を教材として扱う場合、そのような学校の実情に配慮した教材

開発が必要になると考える。今後は、対象校以外の学校との交流も視野に入れつつ、学校にとって

も、学生にとっても win-win になる教材開発を展開していきたい。

　〇　学びの連続性を大切にした計画を立てること

　　�　本授業の実施に当たっては、計画段階から学生の「学びのつながり」を大事にしたものにしたい

と考えていた。教員養成カリキュラムのスタート３科目である１年前期の教職概論、前期集中の教

職キャリア形成Ⅰ（教職体験）、後期の教職キャリア形成Ⅱでの学びを基盤にしながら、新たな視

点で「学校教育のあり方」を前向きに考える機会にしていくことができるよう活動を工夫しながら

実施した。しかし、学習テーマが似かよってしまったために、学生によっては「同じことの繰り返

し」といった感触をもつ者もいたのではないかと考える。そのことにより、意欲の向上につながら

ないものになったことも考えられる。学習テーマは授業において非常に重要なものであると考える

ので、今後の実施に当たっては、再考、熟考しながら、学生にとってよりよい学びにつなげていく

ことができるような学習テーマを学生とともに考えていきたい。

　以上の成果と課題を踏まえ、筆者が教育学部で関わっている教育活動とのつながりに重点をおきながら、

令和５年度の教育実践を展開することとした。

１－２　令和５年度の構想

　令和４年度の実績を踏まえつつ、各活動のさらなる深化を図るために、筆者が所属する附属教育実践総合

センター事業である研究視察バスツアー、小学校総合選修におけるゼミ活動、「教職協働実践Ⅰ」をそれぞ

れつなげながら、学生が主体的に取り組むことができる仕組みを再構築していくこととした。

２. 研究視察バスツアーとゼミ活動の連動

２－１　研究視察バスツアー「須磨小に行こう！」の計画

　令和５年度も引き続き、教育実践総合センター事業である研究視察バスツアー「須磨小学校に行こう！」

として周南市立須磨小学校に訪問することとした。令和５年度は明確にゼミ活動と連動させ、10 月実施予定

のバスツアーに向け、ゼミ生が明確な目的意識をもって活動していくことができるようにゼミ活動の中核に

し、計画するところからスタートした。

２－２　ゼミ活動の実際

　本ゼミは、令和５年度は小学校総合選修４年生４名、３年生３名、計７名を構成員とし活動をした。これ

までは、基本的に学年ごとに週１回ゼミ活動を実施していたが、令和５年度は、月１回程度、３、４年生合

同でゼミ活動を実施した。

　ゼミ活動では、まず、４年生が、小規模校である須磨小ならではの授業案を考え、７月後半、３年生に向
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けプレゼンを実施した。

　授業を構想するうえで、以下の２つをポイントとして学生に示した。

　①　須磨小、須金らしい授業

　②　普段、少人数ではできない授業

　プレゼン大会後、４年生４名が２チームに分かれ、それぞれのチームごとに２つのポイントに沿った授業

案を再考することとした。

　その後、10 月 11 日に実施予定の研究視察バスツアー「須磨小に行こう！」に向け、４年生が中心になっ

て授業準備を行った。

　以下、４年生が考えた指導案を示す（図１、２）。

図１　指導案①
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２－３　研究視察バスツアーの実際

　バスツアーには、ゼミ生７名の他、教育学選修の４年生３名も参加し、計 10 名の学生が、令和５年 10 月

11 日（水）に周南市立須磨小学校に訪問した。

　当日は、児童 1 名が欠席であったため、２年生の児童 1 名と学生 10 名が、２時間の授業交流、給食交流、

そして、休み時間の交流を行った。以下学生のリフレクションを基に作成したバスツアーだよりの一部を示

す（図３、４）。

図２　指導案②
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図３　バスツアーだより①
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　学生のリフレクションの記述からは、以下のような学びを得たことを見て取ることができる。

　○　地域にとっての学校の存在意義

　○　地域連携の具体的な取組

　○　地域と学校のつながり

　○　個に応じた指導のあり方

　○　個を生かす授業づくり

　○　個の学びを支える学校環境の重要性

　○　地域の発展に寄与することができる児童の育成

　さらには、ここに挙げたこと以上の「真正の学び」を得ることができたことが、学生一人一人の生の声に

現れていることがわかる。

３．研究視察バスツアーと「教職協働実践Ⅰ」の連動

３－１　授業のねらい

　令和５年度も、研究視察バスツアーでの実践を「教職協働実践Ⅰ」の教材として活用し、授業計画を立て

ることとした。テーマは前年度同様「これからの学校教育のあり方について考えよう！」としたが、前年度

の課題を踏まえ、学生がより意欲的かつ主体的に取り組むことができるようサブテーマ「学校は何のために

あるのか」を掲げ、「わくわく授業案をつくろう！」という活動を通してテーマに迫ることとした。

本授業のねらいは、以下の２点である。

○�　学校教育や学校を取り巻く環境や現状について関心をもつとともに、これからの学校教育のあり方につ

いて教師の視点に立って考えることができる。

〇　資料作成の基礎を身に着けるとともに、作成した資料を他者にわかりやすく説明する基礎的技能を養う。

図４　バスツアーだより②
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３－２　授業計画

　「教職協働実践Ⅰ」全 15 コマのうち、令和５年度は４コマを筆者が担当した。授業計画は以下のとおりで

ある（表１）。

表 1　授業計画

回 日時 内容

１ １２/１４
小規模校を知ろう！

小規模校の授業を見て考える（動画視聴）

２ １２/２１

小規模校の授業づくりを体験しよう！：グループ協議

小規模校の教育活動を知る（HP 閲覧）

グループごとに、「わくわく授業案」を考える

３ １/１１
小規模校の授業づくりを体験しよう！：グループ発表

一グループ３分間で発表する。（質問２分間）５分間×８グループ

４ １/２５
これからの学校教育のあり方「学校は何のためにあるのか」

これからの学校が果たすべき役割についてグループで話し合い共有する

３－３　授業の実際

　令和５年度も、研究視察バスツアーに参加した３年のゼミ生３名が学習ボランティアとして４回の授業に

参加した。

　１回目の授業では、バスツアー時に実施した２時間分の乗り入れ授業の動画を視聴し、小規模校の実態や

授業づくりの工夫点などを話し合った。音声の録音状態が悪く、聞き取りづらい動画であったが、１年生は

みな真剣に動画を視聴し、先輩の授業づくりの工夫点を見つけようと集中して活動した。以下、１年生のリ

フレクションから抜粋した気付きを示す。

〇�　先輩たちがやった授業を見て感じたこととして授業の進め方の丁寧さにあります。子どもが授業で発

表するときに前に子どもを出してあげて発表しやすいようにしたり、イメージしやすいように実際に先

生が２人いることで 1 人の先生が会話、もう 1 人がジェスチャーで伝えたりするなどさまざまな工夫を

あの短い中で感じ取ることができました。

〇�　先輩方が授業を行う際に様々なことを工夫されていてすごいと思いました。特に、２年生の子の視線

に合わせて話したり、説明する際に２年生の子一人に対して行うのではなく大学生の方にも視線を送っ

たり声掛けをしたりしながら行っている点がすごいなと思いました。私も実際に授業を行ったりする際

に意識していきたいと思いました。

〇�　子ども理解演習で授業について考える機会があったため、今回の４年生の授業の工夫点がどこかより

深く探すことができた。大勢向けの授業しか考えたことがなかったため、学校は集団意識を形成する所

だと思っていた。須磨小学校のように２人だけ、１人しかいない学校でどんな授業ができるのか、また、

少人数規模の学校になぜ行くのかについて深く考えていきたいと思います。

〇�　山口県内に児童数２人以下の学校が６校あることにとても驚いた。実際に須磨小学校で行われた授業

動画を見たけれど、２年生の子に分かりやすく説明に身振り手振りが加われていたり、実際のものを

使って説明していたりたくさんの工夫が凝らされていた。自分が教員になって児童数が少ないところに

配属された時のことを想定して聞くことができた。大変なことが多いと思うけど、少人数だからこそで

きる活動もあるしそれもいい経験になると思うから一度自分が体験してみたいと思った。

　このような気付きを基に、小規模校での授業案をグループで考え、「わくわく授業案発表会」に向け、発

表スライドを作成することとした。授業の条件としては、「須磨小らしい授業」「わくわくする授業」の２つ
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を示し、グループで授業案を考えた。３年生の学習ボランティア３名が、適宜グループの話し合いに参加

しながら、経験を踏まえた助言を行うことで、話し合いを活性化することができた。

　以下、学生が考えた授業案の一部を示す（図５）。

図５　わくわく授業案

　８つの班の授業案はいずれも、２つの条件「須磨小らしい授業」「わくわくする授業」を意識して１年生

なりに工夫した授業案を提案することができた。

　最終の４回目では、授業づくりを通して学んだことを基に、本授業のテーマである「学校は何のためにあ

るのか」について各自で考え、学修のまとめとした。以下、学生のまとめを抜粋して示す。

〇�　私が考える、学校は「子どもの人間性をはぐくむ」というものでした。班のメンバーと話し合う中で、

「経験を積む」、「自分の才能を見つける」、「協働の大切さを知る」、「子どもの社会性を身に付ける」な

どの自分にはない意見を知ることができました。また、他の班や先輩の考えられていることなども踏

まえて、キーワードが「等しく・一律に・つながり」であるように思いました。学校という場は、す

べての子どもにとっての成長の場であると感じました。私が将来、小学校教員となった際には、「学校

は何のためにあるのか」という問いを常に持ち続け、教員として子どものためにできることに全力で

取り組んでいきたいと思いました。私は、４回の活動を通して教育について、より一層考えを深める

ことができるようになりました。自分一人では、考えることのできなかった教師観を他者との話し合

いを通して知ることができ、須磨小学校の児童のためにどのような授業をしようかなどたくさんのこ

とを学ぶことができました。４回すべての活動に、学びを見出すことができたので、非常に充実した

授業になったと思います。

〇�　私が小学生の時は想像がつかない程に、先生方は授業をしっかり考えてくださっていたのだなと思っ

た。その時の担任の先生に会ってお礼を言いたいなとつくづく思う。私も子どもたちのことを第一に

考えることのできる教師になりたい。
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４．令和５年度の成果と課題

４－１　成果

　令和４年度の課題であった「持続可能な取組にすること」、「学びの連続性を大切にした計画を立てるこ

と」を意識して、令和５年度の教育実践を行った。以下、成果として考えられることを示す。

〇�　ゼミ活動を研究視察バスツアーでの活動につなげ、その実践を授業の教材として活用していくといった

連続性のある教材開発をすることができた。

〇�　授業では、学生がより主体的にかかわるテーマやしかけを設定したことで、わずか４回の授業ではあっ

たが、学生の学びに向かう意欲が高まるとともに、最後まで意欲を持続し、活動することができた。

〇�　小規模校にとっても、学生にとっても、win-win な交流活動を２年間継続したことにより、学びの連続

性のある教育活動にすることができた。

〇�　「教職協働実践Ⅰ」終了後、ゼミ活動として「第２弾　須磨小に行こう！」を企画し、２月に須磨小学

校の学校行事「餅つき」に参加した。３年のゼミ生３名の他、小学校総合選修１年生３名も参加し、各々

が得た学びをさらにつなげ、深めることができた（図６）。

〇�　「教職協働実践Ⅰ」にゼミ生３名が学習ボランティアとして参加したことで、３年生が１年生にとって

よい学習モデルになり、自らの学びを広げ、深めることができた。また、３年生の人材育成にもつなげる

ことができた。

４－２　今後の課題と展望

　以上の成果を踏まえ、今後の課題と展望について述べる。

　令和６年度は、令和５年度の教育活動をさらに広げ、様々なしかけを考え、展開しつつある。具体的には、

以下のような活動に取り組む予定である。

〇�　３年生３名、４年生３名の合同ゼミ活動として、「須磨小 - 山大かけはしプロジェクト！」（学生がネー

ミング）を計画し、秋に研究視察バスツアーとして須磨小学校で実施予定

〇�　須磨小学校の学校行事へ自主的に参加予定（５月の運動会に３名のゼミ生が自主的に参加）

〇�　「教職協働実践Ⅰ」の授業において、秋の実践を教材とした授業を計画

〇�　「教職協働実践Ⅰ」のフォロー活動として、令和６年度も「第２弾　須磨小学校に行こう！」をゼミ活

動として実施し、１年生の希望者も参加予定

　令和４年度からスタートした本実践も令和６年度で３年目を迎える。

　「学生による」「学生のための」「真正の学び」に発展していくことができるよう今後も教育実践を積み

重ねていく予定である。

〇�　学校は何のためにあるのかについて考えていく中で、学力をつけるだけではなく、自分の将来の発見

とその将来の中で生きていく力を学ぶことができるのだと学び、改めて学校の良さを知った。それと同

時に、ただ行かないといけないから通っていた学校にこんなに多くの意味があったのだと知りありがた

みを知った。学校の存在の意味と、地域など様々な場所と連携することの大切さをこの授業で学ぶこと

ができた。

〇�　私は、小研での授業や活動をすると毎回自信がなくなってしまいます。私が考える浅い考えと違って、

みんな深いことや私が思いつかないこと、全く違った視点で考えていて本当にすごいなと思うし、まだ

まだ私に教師になるための力が足りないことを実感します。だけど、だからこそもっと頑張らないとい

けないなとも感じます。この刺激がある環境、これが学校のいいところでもあるなと今日感じました。

山口大学での活動がなければ、私は今の自分の力に満足し、教師になりたい！という気持ちだけで、受

けないといけない授業を受け、採用試験に向けて勉強するだけだと思います。でも、小研の中で切磋琢

磨し合い、いろんなみんなの意見を取り入れ、自分のものにすることで、将来より良い教師になれる気

がします。また、常に上を目指すこと、研究、勉強し続けることを忘れずに入れると思います。この４

回の授業を通して、小研のみんなからさまざまなことを学びました。この事を、今後に活かしていきた

いと思います。また、これからも学び続けていきたいと思いました。
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おわりに

　学生自身が「学校が魅力的なものであること」、「教員がやりがいのある職であること」を体感できるよ

う、筆者のこれまでの教職経験を生かした教材開発、教育実践に２年間取り組んできた。次代を担う子ども

たちの教育をつかさどる教員という職に、一人でも多くの学生が前向きにチャレンジしていこうとする意欲

をもつこと、夢を志に高めていくことができるような学びの場を提供していくことが筆者に課された責務だ

と考え、教育活動に取り組んでいるところである。

　今後も、その責務を自覚しつつ、学生の学びを全力で支え、導いていくことができるよう、そして、道標

になることができるよう教育実践に取り組んでいきたい。
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